
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】シアン副画素（C）を追加して、シアンの彩度

を向上させると共に、標準光源と類似する特性を有する

混色を表現することができ、液晶表示装置の色表現性ま

たは色再現性を向上させることができる。

【解決手段】本発明は４色液晶表示装置に関する。行列

状に配列された複数の画素を含み、前記画素の各々は４

原色副画素を含み、前記副画素のうちのいずれか一つは

、前記残りの三つの副画素のうちのいずれか一つと同じ

列または同じ行に位置する。この時、前記４原色副画素

は、１×３行列または３×１行列状に配列され、前記行

列のいずれか一行または一列には、第１副画素及び第２

副画素が上下または左右に隣接している第１の副画素群

が配置されている。　このような方式で、シアン副画素

を追加して、シアンの彩度を向上させると共に、標準光

源と類似する特性を有する混色を表現でき、これにより

、液晶表示装置の色表現性または色再現性を向上させる

ことができる。

【選択図】図３ｄ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 　 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 む 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、
　 　 前 記 画 素 の 各 々 は ４ 原 色 副 画 素 を 含 み 、
　 　 前 記 副 画 素 の う ち の い ず れ か 一 つ は 、 前 記 残 り 三 つ の 副 画 素 の う ち の い ず れ か 一 つ と
同 じ 列 ま た は 同 じ 行 に 位 置 し て い る 、
　 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 　 前 記 ４ 原 色 副 画 素 は 、 １ × ３ 行 列 状 ま た は ３ × １ 行 列 状 に 配 列 さ れ 、
　 　 前 記 行 列 の い ず れ か 一 行 ま た は 一 列 に は 、 第 １ 副 画 素 及 び 第 ２ 副 画 素 が 上 下 ま た は 左
右 に 隣 接 し て い る 第 １ の 副 画 素 群 が 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 　 前 記 第 １ 副 画 素 と 前 記 第 ２ 副 画 素 の 面 積 が 同 じ で あ る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 副 画 素 の 面 積 が 前 記 第 ２ 副 画 素 の 面 積 よ り も 大 き い 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶 表
示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ の 副 画 素 群 が 配 置 さ れ て い る 列 ま た は 行 を 除 く 残 り の 二 つ の 列 ま た は 行 に は 、
第 ３ 副 画 素 及 び 第 ４ 副 画 素 を 含 む 第 ２ の 副 画 素 群 が 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ３ 副 画 素 と 前 記 第 ４ 副 画 素 の 面 積 が 同 じ で あ る 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ に 記 載
の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 副 画 素 群 が 配 置 さ れ て い る 列 ま た は 行 を 除 く 残 り の 二 つ の 列 ま た は 行 に は 、
第 ３ 副 画 素 及 び 第 ４ 副 画 素 を 含 む 第 ２ の 副 画 素 群 が 配 置 さ れ 、
　 前 記 第 ３ 副 画 素 の 面 積 が 前 記 第 ４ 副 画 素 の 面 積 よ り も 大 き い 、 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４
に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ４ 原 色 副 画 素 は 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び シ ア ン の 副 画 素 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び シ ア ン の 副 画 素 は 、 １ × ３ 行 列 ま た は ３ × １ 行 列 状 に 配 列 さ
れ 、
　 前 記 緑 色 及 び シ ア ン の 副 画 素 は 、 同 じ 列 ま た は 同 じ 行 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 緑 色 副 画 素 の 面 積 と 前 記 シ ア ン 副 画 素 の 面 積 が 同 じ で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 シ ア ン 副 画 素 の 面 積 は 、 前 記 緑 色 副 画 素 の 面 積 よ り も 小 さ い 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 シ ア ン 副 画 素 と 前 記 緑 色 副 画 素 の 面 積 比 は 、 １ :３ 乃 至 １ :２ で あ る 、 請 求 項 １ ０ に
記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 赤 色 副 画 素 と 青 色 副 画 素 の 面 積 が 同 じ で あ る 、 請 求 項 ９ ま た は 請 求 項 １ ０ に 記 載 の
液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 青 色 副 画 素 の 面 積 が 前 記 赤 色 副 画 素 の 面 積 よ り も 小 さ い 、 請 求 項 ９ ま た は 請 求 項 １
０ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 青 色 副 画 素 の 面 積 は 、 前 記 赤 色 副 画 素 に 比 べ て ８ ０ ％ 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 画 素 に 光 を 供 給 す る 光 源 部 を さ ら に 含 み 、 前 記 光 源 部 の 色 温 度 は １ ０ ， ０ ０ ０ K以
上 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 光 源 部 は Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ で あ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ４ 色 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 ４ 原 色 副 画 素 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 的 な 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） は 、 画 素 電 極 が 具 備 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ
） 表 示 板 と 、 共 通 電 極 及 び カ ラ ー フ ィ ル タ が 具 備 さ れ た カ ラ ー フ ィ ル タ 表 示 板 、 そ し て 、
二 つ の 表 示 板 の 間 に 入 っ て い る 誘 電 率 異 方 性 を 有 す る 液 晶 層 を 含 む 。 画 素 電 極 は 、 行 列 状
に 配 列 さ れ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ な ど の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 連 結 さ れ て 、 一 行 ず つ 順 次 に デ ー
タ 電 圧 の 印 加 を 受 け る 。 共 通 電 極 は 、 表 示 板 の 全 面 に わ た っ て 形 成 さ れ 共 通 電 圧 の 印 加 を
受 け る 。 画 素 電 極 と 共 通 電 極 及 び そ の 間 の 液 晶 層 は 、 回 路 的 に は 液 晶 蓄 電 器 を 形 成 し 、 液
晶 蓄 電 器 は 、 こ れ に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 共 に 画 素 を 構 成 す る 基 本 単 位 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 で は 、 二 つ の 電 極 に 電 圧 を 印 加 し て 液 晶 層 に 電 界 を 生 成 し 、 こ
の 電 界 の 強 度 を 調 節 し て 、 液 晶 層 を 通 過 す る 光 の 透 過 率 を 調 節 す る こ と に よ っ て 所 望 の 画
像 を 得 る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 は 、 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 の ３ 原 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ を 設 け 、 光
源 か ら 出 る 光 を 利 用 し て 色 を 表 現 す る 。
　 一 方 、 液 晶 表 示 装 置 の 応 用 分 野 が 益 々 多 様 に な り 、 近 年 、 TV用 と し て 盛 ん に 開 発 さ れ て
い る 。 TVに 使 わ れ る 液 晶 表 示 装 置 の 場 合 、 動 画 が 殆 ど で あ り 、 極 め て 自 然 色 に 近 い 色 相 を
実 現 す る た め の 試 み が な さ れ て い る 。 そ の 一 つ と し て 、 カ ラ ー フ ィ ル タ を 構 成 す る 感 光 膜
の 分 散 密 度 を 上 げ て 、 色 の 再 現 力 を 一 定 の 標 準 、 例 え ば Ｅ Ｂ Ｕ （ europe broadcasting un
ion） 規 格 に 合 せ る た め の 試 み が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 時 、 青 色 を 示 す 青 色 フ ィ ル タ の 色 感 特 性 が 、 そ の 他 の 赤 色 及 び 緑 色 に 比 べ て 劣 る 傾
向 が あ る 。 こ れ を 補 う た め に 、 光 源 と し て 使 わ れ る 冷 陰 極 管 （ Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ ） 自 体 の 色 相 別 含
量 比 を 調 整 し て 、 青 色 の 輝 度 を 増 加 さ せ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ が 、 青 色 は 色 温 度 が 高 く 、 冷 陰 極 管 全 体 の 色 温 度 を 上 昇 さ せ る 傾 向 が あ り 、 こ の
た め 、 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 の 混 色 か ら な る シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 及 び 黄 色 が 、 自 然 色 と は 異 な
る 暗 い 色 に 見 え る よ う に な る 。 特 に 、 シ ア ン の 色 感 が 黄 色 や マ ゼ ン タ に 比 べ て 劣 り 、 全 体
的 に 色 相 表 現 領 域 が 低 温 表 現 中 心 に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 シ ア ン の 彩 度 が 黄 色 や
マ ゼ ン タ に 比 べ て 低 く な る 。 ま た 、 低 温 色 領 域 帯 の 表 現 能 力 は 増 す が 、 高 温 領 域 帯 の 色 表
現 能 力 が 劣 化 し 、 色 相 表 現 が 偏 向 的 な も の と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 が 目 的 と す る 技 術 的 課 題 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 で
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き る ４ 色 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 技 術 的 課 題 を 解 決 す る た め の 本 願 第 １ 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は
、 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 を 含 み 、 前 記 画 素 の 各 々 は 、 ４ 原 色 副 画 素 を 含 み 、 前 記
副 画 素 の う ち の い ず れ か 一 つ は 、 前 記 残 り の 三 つ の 副 画 素 の う ち の い ず れ か 一 つ と 同 一 列
ま た は 同 一 行 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 願 第 ２ 発 明 は 、 第 １ 発 明 に お い て 、 前 記 ４ 原 色 副 画 素 は 、 １ × ３ 行 列 状 ま た は ３ × １
行 列 状 に 配 列 さ れ 、 前 記 行 列 の い ず れ か 一 行 ま た は 一 列 に は 、 第 １ 副 画 素 及 び 第 ２ 副 画 素
が 上 下 ま た は 左 右 に 隣 接 し て い る 第 １ の 副 画 素 群 が 配 置 さ れ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 願 第 ３ 発 明 は 、 第 ２ 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ 副 画 素 と 前 記 第 ２ 副 画 素 の 面 積 が 同 じ で
あ る 。
　 本 願 第 ４ 発 明 は 、 第 ２ 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ 副 画 素 の 面 積 が 前 記 第 ２ 副 画 素 の 面 積 よ
り も 大 き く な り 得 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 願 第 ５ 発 明 は 、 第 ３ ま た は 第 ４ 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ の 副 画 素 群 が 配 置 さ れ て い る
列 ま た は 行 を 除 く 二 つ の 列 ま た は 行 に は 、 第 ３ 副 画 素 及 び 第 ４ 副 画 素 を 含 む 第 ２ の 副 画 素
群 が 配 置 さ れ て お り 、 前 記 第 ３ 副 画 素 と 前 記 第 ４ 副 画 素 の 面 積 が 同 じ で あ る 。 一 方 、 本 願
第 ６ 発 明 は 、 第 ３ ま た は 第 ４ 発 明 に お い て 、 前 記 第 ３ 副 画 素 の 面 積 が 前 記 第 ４ 副 画 素 の 面
積 よ り も 大 き く な り 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 願 第 ７ 発 明 は 、 第 １ 発 明 に お い て 、 前 記 ４ 原 色 副 画 素 は 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び シ ア
ン 副 画 素 を 含 む こ と が で き る 。
　 本 願 第 ８ 発 明 は 、 第 １ 発 明 に お い て 、 前 記 赤 色 、 緑 色 、 青 色 及 び シ ア ン の 副 画 素 は 、 １
× ３ 行 列 状 ま た は ３ × １ 行 列 状 に 配 列 さ れ 、 前 記 緑 色 及 び シ ア ン の 副 画 素 は 、 同 じ 列 ま た
は 同 じ 行 に 配 置 さ れ て い る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 願 第 ９ 発 明 は 、 第 １ 発 明 に お い て 、 前 記 緑 色 副 画 素 の 面 積 と 前 記 シ ア ン 副 画 素 の 面 積
が 同 じ で あ る 。
　 本 願 第 １ ０ 発 明 は 、 第 ８ 発 明 に お い て 、 前 記 シ ア ン 副 画 素 の 面 積 が 前 記 緑 色 副 画 素 の 面
積 よ り も 小 さ い こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 願 第 １ １ 発 明 は 、 第 １ ０ 発 明 に お い て 、 前 記 シ ア ン 副 画 素 と 前 記 緑 色 副 画 素 の 面 積 比
は １ :３ 乃 至 １ ： ２ で あ り 得 る 。
　 本 願 第 １ ２ 発 明 は 、 第 ９ ま た は 第 １ ０ 発 明 に お い て 、 前 記 赤 色 副 画 素 と 青 色 副 画 素 の 面
積 が 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 第 １ ３ 発 明 は 、 第 ９ ま た は 第 １ ０ 発 明 に お い て 、 前 記 青 色 副 画 素 の 面 積 が 前 記 赤 色
副 画 素 の 面 積 よ り も 小 さ い こ と が あ る 。
　 本 願 第 １ ４ 発 明 は 、 第 １ ３ 発 明 に お い て 、 前 記 青 色 副 画 素 の 面 積 は 、 前 記 赤 色 副 画 素 に
比 べ て ８ ０ ％ 以 上 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 願 第 １ ５ 発 明 は 、 第 １ 発 明 に お い て 、 前 記 液 晶 表 示 装 置 は 、 前 記 画 素 に 光 を 供 給 す る
光 源 部 を さ ら に 含 み 、 前 記 光 源 部 の 色 温 度 は １ ０ ， ０ ０ ０ K以 上 で あ る の が 好 ま し い 。
　 本 願 第 １ ６ 発 明 は 、 第 １ ５ 発 明 に お い て 、 前 記 光 源 部 は Ｃ Ｃ Ｆ Ｌ （ cold cathode fluor
escent lamp） で あ る の が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 シ ア ン 副 画 素 （ C） を 追 加 す る こ と で 、 シ ア ン の 彩 度 を 向 上 さ せ る と
共 に 標 準 光 源 と 類 似 す る 特 性 を 有 す る 混 色 を 表 現 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示
装 置 の 色 表 現 性 ま た は 色 再 現 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 例 に 対 し て 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分 野 に
お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 す る こ と が で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。 し か
し 、 本 発 明 は 、 多 様 な 形 態 で 実 現 す る こ と が で き 、 こ こ で 説 明 す る 実 施 例 に 限 定 さ れ な い
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 面 は 、 各 種 層 及 び 領 域 を 明 確 に 表 現 す る た め に 、 厚 さ を 拡 大 し て 示 し て い る 。 明 細 書
全 体 を 通 じ て 類 似 し た 部 分 に つ い て は 同 一 な 図 面 符 号 を 付 け て い る 。 層 、 膜 、 領 域 、 板 な
ど の 部 分 が 、 他 の 部 分 の “ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 他 の 部 分 の “ す ぐ 上 に ” あ る 場 合
に 限 ら ず 、 そ の 中 間 に 更 に 他 の 部 分 が あ る 場 合 も 含 む 。 逆 に 、 あ る 部 分 が 他 の 部 分 の “ す
ぐ 上 に ” あ る と す る 時 、 こ れ は 中 間 に 他 の 部 分 が な い 場 合 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 に 対 し て 図 面 を 参 考 に し て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 図 ２ は 本 発 明 の 一 実
施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 つ の 副 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０
及 び こ れ に 連 結 さ れ た ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に
連 結 さ れ た 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ 、 そ し て 、 こ れ ら を 制 御 す る 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ は 、 等 価 回 路 的 に は 、 複 数 の 表 示 信 号 線 （ G１ -Gn、 D１ -Dm） と
、 こ れ に 連 結 さ れ 大 略 行 列 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 副 画 素 を 含 む 。
　 表 示 信 号 線 （ G１ -Gn、 D１ -Dm） は 、 ゲ ー ト 信 号 （ 走 査 信 号 と も 言 う ） を 伝 達 す る 複 数 の
ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） と 、 デ ー タ 信 号 を 伝 達 す る デ ー タ 信 号 線 ま た は デ ー タ 線 （ D１ -Dm） を
含 む 。 ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） は 、 大 略 行 方 向 に の び て 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ り 、 デ ー タ 線 （ D
１ -Dm） は 、 大 略 列 方 向 に の び て 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 各 副 画 素 は 、 表 示 信 号 線 （ G１ -Gn、 D１ -Dm） に 連 結 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） と 、
こ れ に 連 結 さ れ た 液 晶 蓄 電 器 （ CLC） 及 び 維 持 蓄 電 器 （ CST） を 含 む 。 維 持 蓄 電 器 （ CST）
は 必 要 に 応 じ て 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 具 備 さ れ 、 三 端 子 素 子 と し て 、 そ の 制
御 端 子 及 び 入 力 端 子 は 、 各 々 ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） 及 び デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 連 結 さ れ 、 出
力 端 子 は 、 液 晶 蓄 電 器 （ CLC） 及 び 維 持 蓄 電 器 （ CST） に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 液 晶 蓄 電 器 （ CLC） は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ と 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 共 通
電 極 ２ ７ ０ を 二 つ の 端 子 と し 、 二 つ の 電 極 １ ９ ０ 、 ２ ７ ０ の 間 の 液 晶 層 ３ は 誘 電 体 と し て
働 く 。 画 素 電 極 １ ９ ０ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） に 連 結 さ れ 、 共 通 電 極 ２ ７ ０ は 、 上 部
表 示 板 ２ ０ ０ の 全 面 に 形 成 さ れ 共 通 電 圧 （ Vcom） の 印 加 を 受 け る 。 図 ２ と は 異 な っ て 、 共
通 電 極 ２ ７ ０ が 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 具 備 さ れ る 場 合 も あ り 、 そ の と き は 、 二 つ の 電 極 １ ９
０ 、 ２ ７ ０ が 全 て 線 形 ま た は 棒 形 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 維 持 蓄 電 器 （ CST） は 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ に 具 備 さ れ た 別 個 の 信 号 線 （ 図 示 せ ず ） と 画
素 電 極 １ ９ ０ が 重 な っ て 形 成 さ れ 、 こ の 別 個 の 信 号 線 に は 、 共 通 電 圧 （ Vcom） な ど の 定 め
ら れ た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 と こ ろ が 、 維 持 蓄 電 器 （ CST） は 、 画 素 電 極 １ ９ ０ が 絶 縁 体 を
媒 介 と し て す ぐ 上 の 前 段 ゲ ー ト 線 と 重 な っ て 形 成 さ れ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 色 表 示 を 実 現 す る た め に は 、 各 副 画 素 が 色 相 を 表 示 で き る こ と が 要 求 さ れ る が 、
こ れ は 、 画 素 電 極 １ ９ ０ に 対 応 す る 領 域 に カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ を 備 え る こ と に よ っ て 可
能 と な る 。 図 ２ で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ は 、 上 部 表 示 板 ２ ０ ０ の 該 当 領 域 に 設 け ら れ て
い る が 、 こ れ と は 異 な っ て 、 下 部 表 示 板 １ ０ ０ の 画 素 電 極 １ ９ ０ の 上 ま た は 下 に も 設 け ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 相 は 、 光 の 三 原 色 で あ る 赤 色 、 緑 色 及 び 青 色 の い ず れ か 一 つ で あ る
か 、 或 い は 前 記 三 原 色 と 補 色 関 係 で あ る シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 黄 色 の い ず れ か 一 つ で あ る の
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 ６ 色 は 以 下 の 表 で 定 義 す る 色 座 標 上 の 色 範 囲 内 に あ る こ と が 好 ま し い 。 表 で 、 左 側
列 は ６ 色 を 示 し 、 右 側 列 は 左 側 列 の 該 当 色 が 色 座 標 上 に 位 置 で き る 範 囲 を 以 下 の 表 １ 示 す
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 前 記 表 １ は 次 の 文 献 に 基 づ い て 作 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 [文 献 ]Billmeyer and Saltzman、 Principles of Color Technology、 ２ nd Ed.、 John W
iley&Sons、 Inc.、 pp.５ ０ .
　 以 下 で は 、 各 副 画 素 を そ の 副 画 素 が 表 示 す る 色 相 に 応 じ て 赤 色 副 画 素 、 緑 色 副 画 素 、 青
色 副 画 素 及 び シ ア ン 副 画 素 と 称 し 、 図 面 符 号 は 各 々 R、 G、 B、 Cで 示 す 。 な お 、 R、 G、 B及
び Cは 、 そ の 副 画 素 が 示 す 色 相 と 、 そ の 色 相 に 該 当 す る 映 像 デ ー タ を 示 す と き に も 使 わ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の 二 つ の 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ の う ち の 少 な く と も 一 つ の 外 側
面 に は 、 光 を 偏 光 す る 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） が 付 着 さ れ て い る 。
　 再 び 図 １ を 参 照 す れ ば 、 階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ は 、 副 画 素 の 透 過 率 と 関 連 す る 二 組 の 複
数 階 調 電 圧 を 生 成 す る 。 二 組 の う ち の 一 組 は 共 通 電 圧 （ Vcom） に 対 し て プ ラ ス の 値 を 有 し
、 も う 一 組 は マ イ ナ ス の 値 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 連 結 さ れ て 、
外 部 か ら の ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） と ゲ ー ト オ フ 電 圧 （ Voff） の 組 み 合 わ せ か ら な る ゲ ー
ト 信 号 を ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 印 加 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 連 結 さ れ て 、
階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 を 選 択 し て デ ー タ 信 号 と し て 副 画 素 に 印 加 し 、 通 常
、 複 数 の 集 積 回 路 で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ な ど の 動 作 を 制 御 す
る 制 御 信 号 を 生 成 し 、 各 該 当 す る 制 御 信 号 を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０
に 提 供 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 こ の よ う な 液 晶 表 示 装 置 の 表 示 動 作 に つ い て も う 少 し 詳 細 に 説 明 す る 。
　 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 外 部 の グ ラ フ ィ ッ ク 制 御 機 （ 図 示 せ ず ） か ら 三 色 映 像 信 号 （ R、 G
、 B） 及 び そ の 表 示 を 制 御 す る 入 力 制 御 信 号 、 例 え ば 垂 直 同 期 信 号 （ Vsync） と 水 平 同 期 信
号 （ Hsync） 、 メ ー ン ク ロ ッ ク （ MCLK） 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ DE） な ど の 提 供 を 受 け
る 。 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ は 、 入 力 制 御 信 号 に 基 づ い て 、 ゲ ー ト 制 御 信 号 （ CONT１ ） 及 び デ ー
タ 制 御 信 号 （ CONT２ ） な ど を 生 成 し 、 映 像 信 号 （ R、 G、 B） を 液 晶 表 示 板 組 立 体 ３ ０ ０ の
動 作 条 件 に 合 わ せ て ４ 色 映 像 信 号 （ R´ 、 B´ 、 G´ 、 C） に 適 切 に 処 理 し た 後 、 ゲ ー ト 制 御
信 号 （ CONT１ ） を ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ に 送 り 、 デ ー タ 制 御 信 号 （ CONT２ ） 及 び 処 理 し た 映
像 信 号 （ R´ 、 G´ 、 B´ 、 C） は デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ に 送 る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ゲ ー ト 制 御 信 号 （ CONT１ ） は 、 ゲ ー ト オ ン パ ル ス （ ゲ ー ト オ ン 電 圧 区 間 ） の 出 力 開 始 を
指 示 す る 垂 直 同 期 開 始 信 号 （ STV） 、 ゲ ー ト オ ン パ ル ス の 出 力 時 期 を 制 御 す る ゲ ー ト ク ロ
ッ ク 信 号 （ CPV） 及 び ゲ ー ト オ ン パ ル ス の 幅 を 限 定 す る 出 力 イ ネ ー ブ ル 信 号 （ OE） な ど を
含 む 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 デ ー タ 制 御 信 号 （ CONT２ ） は 、 映 像 デ ー タ （ R´ 、 G´ 、 B´ 、 C） の 入 力 開 始 を 指 示 す る
水 平 同 期 開 始 信 号 （ STH） と 、 デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 該 当 デ ー タ 電 圧 の 印 加 を 指 示 す る ロ
ー ド 信 号 （ LOAD） 、 共 通 電 圧 （ Vcom） に 対 す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 （ 以 下 、 “ 共 通 電 圧 に 対
す る デ ー タ 電 圧 の 極 性 ” を 略 し て “ デ ー タ 電 圧 の 極 性 ” と 言 う ） を 反 転 す る 反 転 信 号 （ RV
S） 及 び デ ー タ ク ロ ッ ク 信 号 （ HCLK） な ど を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の デ ー タ 制 御 信 号 （ CONT２ ） に 従 っ て 一
つ の 行 の 画 素 に 対 応 す る 映 像 デ ー タ （ R´ 、 G´ 、 B´ 、 C） を 順 次 に 受 信 し て シ フ ト さ せ 、
階 調 電 圧 生 成 部 ８ ０ ０ か ら の 階 調 電 圧 の う ち の 各 映 像 デ ー タ （ R´ 、 G´ 、 B´ 、 C） に 対 応
す る 階 調 電 圧 を 選 択 す る こ と に よ っ て 、 映 像 デ ー タ （ R´ 、 G´ 、 B´ 、 C） を 該 当 デ ー タ 電
圧 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０ ０ は 、 信 号 制 御 部 ６ ０ ０ か ら の ゲ ー ト 制 御 信 号 （ CONT１ ） に 従 っ て ゲ
ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 印 加 し 、 こ の ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 連 結 さ
れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） を タ ー ン オ ン さ せ れ ば 、 デ ー タ 線 （ D１ -Dm） に 印 加 さ れ た デ
ー タ 電 圧 が タ ー ン オ ン さ れ た ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ Q） を 通 じ て 該 当 副 画 素 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 副 画 素 に 印 加 さ れ た デ ー タ 電 圧 と 共 通 電 圧 （ Vcom） の 差 は 、 液 晶 蓄 電 器 （ CLC） の 充 電
電 圧 、 つ ま り 、 画 素 電 圧 と し て 現 れ る 。 液 晶 分 子 は 、 画 素 電 圧 の 大 き さ に 応 じ て そ の 配 列
が 異 な る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 層 ３ を 通 過 す る 光 の 偏 光 が 変 化 す る 。 こ の よ う な 偏 光 の 変 化
は 、 表 示 板 １ ０ ０ 、 ２ ０ ０ に 付 着 さ れ た 偏 光 子 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 光 透 過 率 の 変 化 と し
て 現 れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 水 平 周 期 （ ま た は １ Ｈ ） [水 平 同 期 信 号 （ Hsync） 、 デ ー タ イ ネ ー ブ ル 信 号 （ DE） 、 ゲ
ー ト ク ロ ッ ク （ CPV） の 一 周 期 ]が 経 過 す れ ば 、 デ ー タ 駆 動 部 ５ ０ ０ 及 び ゲ ー ト 駆 動 部 ４ ０
０ は 、 次 の 行 の 画 素 に 対 し て 同 じ 動 作 を 繰 り 返 す 。 こ の よ う な 方 法 で 、 １ フ レ ー ム （ fram
e） 期 間 中 に 全 て の ゲ ー ト 線 （ G１ -Gn） に 対 し て 順 次 に ゲ ー ト オ ン 電 圧 （ Von） を 印 加 し 、
全 て の 画 素 に デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 。 １ フ レ ー ム が 終 了 す れ ば 、 次 の フ レ ー ム が 始 ま り 、
各 画 素 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 直 前 フ レ ー ム で の 極 性 と 逆 に な る よ う に 、 デ ー タ
駆 動 部 ５ ０ ０ に 印 加 さ れ る 反 転 信 号 （ RVS） の 状 態 が 制 御 さ れ る （ フ レ ー ム 反 転 ） 。 こ の
時 、 １ フ レ ー ム 期 間 内 で も 反 転 信 号 （ RVS） の 特 性 に よ っ て 一 つ の デ ー タ 線 を 通 じ て 流 れ
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る デ ー タ 電 圧 の 極 性 が 変 わ っ た り （ コ ラ ム 反 転 ） 、 一 つ の 画 素 行 に 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧
の 極 性 も 互 い に 異 な る こ と が あ り 得 る （ ド ッ ト 反 転 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 で は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 配 置 に つ い て 図 面 を 参 考 に し て
詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 ３ a乃 至 図 ３ dは 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 副 画 素 の 空 間 的 配 置 を 示 す 図 面
で あ り 、 図 ４ は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 副 画 素 配 列 に よ る 色 座 標 を 簡 単 に
示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 に よ る 実 施 例 で は 、 赤 色 、 緑 色 、 青 色 の 副 画 素 （ R、 G、 B） と 共 に シ ア ン 副 画 素
（ C） が 画 像 の 基 本 単 位 、 つ ま り 一 つ の 画 素 を 構 成 す る 。
　 図 ３ a乃 至 図 ３ dに 示 し た よ う に 、 一 つ の 画 素 を 構 成 す る 副 画 素 な ど は 、 ス ト ラ イ プ 配 列
を と っ て お り 、 左 右 側 に 赤 色 及 び 青 色 の 副 画 素 （ R、 B） が 各 々 位 置 し 、 中 央 に 緑 色 及 び シ
ア ン の 副 画 素 （ G、 C） が 上 下 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ３ aの 場 合 、 各 副 画 素 （ R、 G、 C、 B） は 、 横 方 向 の 幅 が 同 じ で あ り 、 中 央 に 位 置 し た
緑 色 副 画 素 （ G） と シ ア ン 副 画 素 （ C） の 面 積 が 同 じ で あ り 、 図 ３ bの 場 合 に は 、 各 副 画 素
（ R、 G、 C、 B） は 、 横 方 向 の 幅 が 同 じ で あ り 、 緑 色 副 画 素 （ G） の 面 積 が シ ア ン 副 画 素 （ C
） よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ cの 場 合 、 青 色 副 画 素 （ B） の 幅 が 赤 色 及 び 緑 色 の 副 画 素 （ R、 G） に 比 べ て 小 さ く 、
図 ３ dの 場 合 に は 、 青 色 副 画 素 （ B） の 幅 が 小 さ く 、 シ ア ン 副 画 素 （ C） の 面 積 が 緑 色 副 画
素 （ G） の 面 積 よ り も 小 さ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ４ は ３ 原 色 副 画 素 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 （ 以 下 、 “ ３ 原 色 液 晶 表 示 装 置 ” と 言 う ） が
示 す 色 座 標 と 、 ４ 原 色 副 画 素 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 （ 以 下 、 “ ４ 原 色 液 晶 表 示 装 置 ” と 言
う ） が 示 す 色 座 標 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 面 で 、 馬 蹄 模 様 で 表 示 さ れ て い る 色 相 を 境 界 と し て 、 そ の 中 に 表 示 装 置 が 表 せ る 範 囲
が 三 角 形 ま た は 四 角 形 で 表 示 さ れ て い る 。 即 ち 、 ３ 点 １ 、 ２ 、 ３ か ら な る 三 角 形 が ３ 原 色
液 晶 表 示 装 置 の 色 座 標 で あ り 、 ４ 点 １ 、 a‘ 、 ２ 、 ３ か ら な る 四 角 形 が ４ 原 色 液 晶 表 示 装
置 の 色 座 標 で あ る 。 こ こ で 、 図 示 さ れ て い る ４ 原 色 液 晶 表 示 装 置 の 色 座 標 は 、 図 ３ dに 示
し た 基 本 配 置 を 使 用 し て 得 ら れ た 色 座 標 で あ っ て 、 シ ア ン 副 画 素 （ C） の 面 積 を 緑 色 副 画
素 （ G） に 比 べ て ４ /５ 程 度 と し 、 青 色 副 画 素 （ B） の 面 積 を 赤 色 副 画 素 （ R） に 比 べ て ４ /
５ 程 度 と し て 求 め た こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 時 、 ３ 点 （ a、 b、 c） は 、 ３ 原 色 液 晶 表 示 装 置 に お い て ３ 原 色 を 混 合 し て 作 製 さ れ
る シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 及 び 黄 色 を 各 々 示 し て お り 、 ３ 点 （ a´ 、 b´ 、 c´ ） は 、 ４ 原 色 液 晶
表 示 装 置 の シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 及 び 黄 色 を 示 し て い る が 、 但 し 、 シ ア ン が 示 す 点 （ a´ ） は
混 色 で は な く 純 色 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 あ る 色 相 に 対 す る 彩 度 は 、 馬 蹄 模 様 の 境 界 へ 向 か う ほ ど 大 き く な る が 、 シ ア ン の
場 合 、 点 （ a） か ら 点 （ a´ ） に 移 動 し て 彩 度 が 増 加 す る こ と が 分 か り 、 こ れ に よ っ て 、 色
を 表 現 で き る 範 囲 、 つ ま り 色 再 現 性 が 拡 張 さ れ る 。 こ の よ う な 色 再 現 性 は 、 マ ゼ ン タ 副 画
素 ま た は 黄 色 副 画 素 を 追 加 す る こ と よ り も 更 に 拡 張 さ れ る こ と が 分 か る 。 即 ち 、 青 色 と 赤
色 の 連 結 線 と 、 緑 色 と 赤 色 の 連 結 線 は 、 馬 蹄 形 状 の 近 く に 位 置 し て い る の で 、 拡 張 に は 限
界 が あ り 、 拡 張 を し て も シ ア ン 副 画 素 を 追 加 す る こ と よ り は 劣 る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 マ ゼ ン タ 及 び 黄 色 の 場 合 に も 、 青 色 ま た は 緑 色 に 偏 っ て 位 置 し た 点 （ b、 c） が 中 心 に 移
動 す る に つ れ て 標 準 光 源 に 近 い 色 相 を 示 す 。
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　 よ り 詳 細 に は 、 一 つ の 副 画 素 の 占 め る 面 積 が 小 さ い ほ ど 、 そ の 副 画 素 が 示 す 色 相 か ら 混
色 の 座 標 が 遠 く な り 、 占 め る 面 積 が 大 き い ほ ど 、 そ の 副 画 素 が 示 す 色 相 に 混 色 の 座 標 が 近
く な る 。 例 え ば 、 緑 色 と 赤 色 の 間 に 位 置 し た 点 の 場 合 、 緑 色 副 画 素 （ G） の 面 積 が 大 き く
な る ほ ど 緑 色 に 近 く な り 、 面 積 が 小 さ い ほ ど 緑 色 か ら 遠 く な る 。 一 方 、 純 色 の 場 合 に は 、
副 画 素 の 占 め る 面 積 に 関 係 な く 、 カ ラ ー フ ィ ル タ ２ ３ ０ を 構 成 す る 感 光 膜 の 特 性 に の み 依
存 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ こ で 、 図 ３ aの 配 列 に お い て 、 緑 色 副 画 素 （ G） の 面 積 が ３ 原 色 液 晶 表 示 装 置 に 比 べ て
小 さ い の で 、 緑 色 と 赤 色 の 混 色 を 示 す 位 置 が 大 略 点 （ c“ ） に 位 置 し 、 青 色 副 画 素 （ B） の
場 合 に は 、 ３ 原 色 液 晶 表 示 装 置 と 面 積 が 同 じ で あ る の で 、 赤 色 と 青 色 の 混 色 は 点 （ b） に
そ の ま ま 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ bの 配 列 に お い て は 、 緑 色 副 画 素 （ G） の 面 積 が よ り 大 き く な り 、 点 （ c"） か ら 点 （
c´ ） に 混 色 の 位 置 が 移 動 し 、 図 ３ cの 配 列 に お い て は 、 青 色 副 画 素 （ Ｂ ） の 面 積 が 減 り 混
色 が 点 （ b´ ） に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 二 つ の 白 色 座 標 （ W、 W´ ） は 、 ３ 原 色 を 混 色 し た と き に 定 め ら れ る 座 標 で あ っ て
、 例 え ば 白 色 座 標 （ W） は 、 二 つ の 点 （ １ 、 b） を 連 結 す る 直 線 と 、 二 つ の 点 （ ３ 、 a） を
連 結 す る 直 線 と の 交 点 で 決 め ら れ 、 白 色 座 標 （ W´ ） は 、 二 つ の 点 （ １ 、 b´ ） を 連 結 す る
直 線 と 、 二 つ の 点 （ ３ 、 a´ ） を 連 結 す る 直 線 と の 交 点 で 決 め ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の よ う な 方 式 で 、 シ ア ン 副 画 素 （ C） を 追 加 す る こ と に よ っ て 、 白 色 座 標 （ W´ ） が 放
送 規 格 で あ る 標 準 光 源 と 類 似 す る 位 置 に 置 か れ る よ う に な り 、 ４ 原 色 の 混 合 に よ る 混 色 も
標 準 光 源 が 有 す る 特 性 を 表 現 で き る こ と が 分 か る 。 例 え ば 、 点 （ c） に 該 当 す る 座 標 は 、
黄 緑 色 で あ っ て 純 粋 な 黄 色 で な い の に 対 し 、 点 （ c´ ） の 座 標 に 該 当 す る 色 相 は 純 粋 な 黄
色 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 前 述 し た よ う に 、 原 色 と し て シ ア ン を 追 加 す る こ と で 、 混 色 に よ る シ ア ン よ り
も 彩 度 が 改 善 さ れ る 。 そ の 結 果 、 全 体 的 に 表 示 装 置 の 色 表 現 領 域 が 低 い 色 温 度 か ら 高 い 色
温 度 領 域 に ま で 均 等 に 分 散 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 方 、 図 ５ a乃 至 図 ８ dは 各 々 図 ３ a乃 至 図 ３ dに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る 。 図 ５ a
乃 至 図 ５ dは 図 ３ aに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ り 、 各 副 画 素 （ R、 G、 C、 B） は 、 横 方 向
の 幅 が 同 じ で あ り 、 中 央 に 位 置 し た 緑 色 副 画 素 （ G） と シ ア ン 副 画 素 （ C） の 面 積 が 同 じ で
あ る 。 そ し て 、 赤 色 副 画 素 （ Ｒ ） と 青 色 副 画 素 （ Ｂ ） と の 位 置 が 入 れ 替 わ り 、 緑 色 副 画 素
（ Ｇ ） と シ ア ン 副 画 素 （ Ｃ ） と の 位 置 が 入 れ 替 わ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ６ a乃 至 図 ６ dは 図 ３ bに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ り 、 各 副 画 素 （ R、 G、 C、 B） は
、 横 方 向 の 幅 が 同 じ で あ り 、 緑 色 副 画 素 （ G） の 面 積 が シ ア ン 副 画 素 （ C） よ り も 大 き い 。
そ し て 、 赤 色 副 画 素 （ Ｒ ） と 青 色 副 画 素 （ Ｂ ） と の 位 置 が 入 れ 替 わ り 、 緑 色 副 画 素 （ Ｇ ）
と シ ア ン 副 画 素 （ Ｃ ） と の 位 置 が 入 れ 替 わ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ７ a乃 至 図 ７ dは 図 ３ cに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ り 、 青 色 副 画 素 （ B） の 幅 が 赤 色
及 び 緑 色 の 副 画 素 （ R、 G） に 比 べ て 小 さ い 。 そ し て 、 赤 色 副 画 素 （ Ｒ ） と 青 色 副 画 素 （ Ｂ
） と の 位 置 が 入 れ 替 わ り 、 緑 色 副 画 素 （ Ｇ ） と シ ア ン 副 画 素 （ Ｃ ） と の 位 置 が 入 れ 替 わ る
。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ a乃 至 図 ８ dは 図 ３ dに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ り 、 青 色 副 画 素 （ B） の 幅 が 小 さ
く 、 シ ア ン 副 画 素 （ C） の 面 積 が 緑 色 副 画 素 （ G） の 面 積 よ り も 小 さ い 。 し て 、 赤 色 副 画 素
（ Ｒ ） と 青 色 副 画 素 （ Ｂ ） と の 位 置 が 入 れ 替 わ り 、 緑 色 副 画 素 （ Ｇ ） と シ ア ン 副 画 素 （ Ｃ
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） と の 位 置 が 入 れ 替 わ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 前 記 基 本 配 置 及 び 変 形 例 は 、 緑 色 副 画 素 と シ ア ン 副 画 素 （ G、 C） を 中 央 に 配 置 し て い る
が 、 周 縁 に 位 置 す る こ と も で き る 。
　 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 の 光 源 と し て 用 い ら れ る 冷 陰 極 管 の 色 温 度 は 、 １ ０ ， ０ ０ ０ K（ 絶
対 温 度 ） 以 上 の 高 色 温 度 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 前 述 し た よ う に 、 シ ア ン 副 画 素 （ C） を 追 加 し 、 シ ア ン の 彩 度 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 標
準 光 源 と 類 似 す る 特 性 を 有 す る 混 色 を 表 現 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 、 液 晶 表 示 装 置 の
色 表 現 性 ま た は 色 再 現 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 権 利 範 囲 は こ れ に
限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 で 定 義 し て い る 本 発 明 の 基 本 概 念 を 利 用 し た 当 業 者 の 様 々 な
変 形 及 び 改 良 形 態 も ま た 本 発 明 の 権 利 範 囲 に 属 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 一 つ の 画 素 に 対 す る 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ ａ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 副 画 素 の 空 間 的 な 配 置 を 示 す 図 面 で あ る
（ １ ） 。
【 図 ３ ｂ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 副 画 素 の 空 間 的 な 配 置 を 示 す 図 面 で あ る
（ ２ ） 。
【 図 ３ ｃ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 副 画 素 の 空 間 的 な 配 置 を 示 す 図 面 で あ る
（ ３ ） 。
【 図 ３ ｄ 】 本 発 明 の 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 副 画 素 の 空 間 的 な 配 置 を 示 す 図 面 で あ る
（ ４ ） 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 液 晶 表 示 装 置 の 副 画 素 配 列 に よ る 色 座 標 を 簡 単 に 示 す 図
面 で あ る 。
【 図 ５ ａ 】 図 ３ aに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ １ ） 。
【 図 ５ ｂ 】 図 ３ aに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ２ ） 。
【 図 ５ ｃ 】 図 ３ aに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ３ ） 。
【 図 ５ ｄ 】 図 ３ aに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ４ ） 。
【 図 ６ ａ 】 図 ３ bに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ １ ） 。
【 図 ６ ｂ 】 図 ３ bに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ２ ） 。
【 図 ６ ｃ 】 図 ３ bに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ３ ） 。
【 図 ６ ｄ 】 図 ３ bに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ４ ） 。
【 図 ７ ａ 】 図 ３ cに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ １ ） 。
【 図 ７ ｂ 】 図 ３ cに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ２ ） 。
【 図 ７ ｃ 】 図 ３ cに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ３ ） 。
【 図 ７ ｄ 】 図 ３ cに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ４ ） 。
【 図 ８ ａ 】 図 ３ dに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ １ ） 。
【 図 ８ ｂ 】 図 ３ dに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ２ ） 。
【 図 ８ ｃ 】 図 ３ dに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ３ ） 。
【 図 ８ ｄ 】 図 ３ dに 示 し た 基 本 配 置 の 変 形 例 で あ る （ ４ ） 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
３ ０ ０ 　 液 晶 表 示 板 組 立 体
４ ０ ０ 　 ゲ ー ト 駆 動 部
５ ０ ０ 　 デ ー タ 駆 動 部
８ ０ ０ 　 階 調 電 圧 生 成 部
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６ ０ ０ 　 信 号 制 御 部
１ ０ ０ 、 ２ ０ ０ 　 表 示 板
１ ９ ０ 　 画 素 電 極
２ ７ ０ 　 共 通 電 極
２ ３ ０ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ ａ 】

【 図 ３ ｂ 】

【 図 ３ ｃ 】

【 図 ３ ｄ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ ａ 】

【 図 ５ ｂ 】
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【 図 ５ ｃ 】

【 図 ５ ｄ 】

【 図 ６ ａ 】

【 図 ６ ｂ 】

【 図 ６ ｃ 】

【 図 ６ ｄ 】

【 図 ７ ａ 】

【 図 ７ ｂ 】
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【 図 ７ ｃ 】

【 図 ７ ｄ 】

【 図 ８ ａ 】

【 図 ８ ｂ 】

【 図 ８ ｃ 】

【 図 ８ ｄ 】
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